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まえがき 
 

日本とロシア連邦の防衛交流の一環として、1993年以来防衛研究所とロシア連邦軍参

謀本部軍事戦略研究センターとの間の防衛研究交流が毎年続けられ、東アジアの安全保

障上の諸問題や日露両国が直面している安全保障上の諸課題等について議論を積み重ね

てきたところである。 
こうした成果を受けて、日露双方は、平成17年度、18年度の２年度にわたり、アジア
太平洋地域における安全保障上の諸問題をテーマとして共同研究を実施し、ここにその

成果報告書を発行するはこびとなった。本報告書は、双方の参加者の個人的見解を併記

した論文集であり、そこに示された多様な見解は、今後の日露間の安全保障面での協力

を考えるうえで参考になると期待する。 
本共同研究の執筆者は、日本側（第１部担当）が、坂口賀朗防衛研究所研究部上席研

究官（共同研究参加当時研究部第１研究室長）であり、ロシア側（第２部担当）がアナ

トーリー・クリメンコ元軍事戦略研究センター所長（予備役中将、極東研究所客員研究

員）及びウラジミール・アファナシエフ軍事戦略研究センター所長代理（大佐）であり、

それぞれが個人の立場で分析・執筆を行った。日本側、ロシア側の担当部分の原稿はそ

れぞれが責任をもって作成した。 
なお、電子メールでの原稿ファイルのやり取りに関し、ロシア側参加者の一人である

クリメンコ元センター所長が現在在籍している極東研究所のビクトル・パブリャチェン

コ同研究所日本研究センター所長にご助力いただいたことを付記しておく。 
 

平成20年3月 
防衛研究所研究部上席研究官 
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